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今そこにある危機
（ﾘｱﾘﾃｨと危機感）

畢
混乱から安定へ
（トランジションマネジメント〉

母
ビジョン

(持統可能なエネルギー社会）

特
集
２
識
ば
く
労
働
と
原
発
再
穂

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
織

造
的
欠
陥
と
現
実
的
な
提
言

飯
田
哲
也

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
構
造
的
欠
陥

２
０
１
１
年
３
月
ｕ
日
の
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
、

今
な
お
続
い
て
い
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

は
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
原
子
力
の
歴
史
に

残
る
大
事
故
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
世
界

中
が
息
を
の
ん
で
注
視
す
る
中
、
東
京
電
力
と
日
本

政
府
は
そ
の
大
事
故
へ
の
対
応
で
根
本
的
な
機
能
不

全
を
露
呈
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
事
故
を
招
い
た
原

因
が
歴
代
の
政
府
、
規
制
当
局
、
事
業
者
、
学
会
、

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
至
る
ま
で
、
人
々
の
命
と
社
会

を
真
剣
に
守
ろ
う
と
す
る
責
任
感
を
欠
落
さ
せ
た

「
人
災
」
で
あ
っ
た
（
国
会
事
故
調
）
。

そ
の
「
総
無
責
任
体
制
」
が
、
３
．
，
か
ら
わ
ず

か
２
年
余
り
で
早
く
も
復
活
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
象
徴
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
以
下
の
４
段
階
か
ら
成
る
「
構
造
的
欠
陥
」

に
表
れ
て
い
る
。

綴琴哩

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

体
制
・
手
続
き
論

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

「
基
本
問
題
」

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

内
容
・
政
策
面

篭
再
稼
働

②
「
リ
ァ
リ
テ
ィ
と
危
機
感
」
の
欠
落

③
「
移
行
管
理
」
（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

の
不
在

④
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
像

こ
の
政
策
提
言
は
、
こ
の
「
４
段
階
の
構
造
」
に

そ
っ
て
、
現
政
権
の
進
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
問
題
点
を
指
摘
し
つ
つ
、
現
実
的
で
本
来
あ
る
べ

き
政
策
の
方
向
性
を
提
言
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
「
基
本
問
題
」

～
福
島
原
蕊
事
故
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
観
点
か

ら
見
た
場
合
、
国
家
戦
略
室
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た

ら
見
た
場
合
２

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
会
議
の
設

置
（
２
０
１
１

年
ｎ
月
鍋
日
）

は
、
白
紙
か
ら

の
見
直
し
と
い

う
機
運
の
な
か

で
、
そ
れ
ま
で

経
済
産
業
省
が

専
管
し
て
い
た

国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
官

邸
主
導
で
横
断

的
に
見
直
す
体

制
へ
と
変
更
し

た
と
い
う
占
〈
で

評
価
で
き
る
。

図１．政策提言の構図

エネルギー基本計画の体制･手続き論

題
生）

基本計画の基本問題
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エネルギー基本計画のコンテンツ論

混乱から安定へ
〔トランジションマネジメント）

△

２
０
１
２
年
吻
月
に
自
民
党
・
安
倍
政
権
が
発
足

す
る
と
、
安
倍
首
相
は
民
主
党
政
権
下
で
の
検
討
を

「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
」
す
る
よ
う
関
係
閣
僚
に

指
示
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
基
本
問
題
委
員
会
」
を
廃

止
し
、
新
た
に
「
基
本
政
策
分
科
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

政
権
交
代
に
と
も
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
審
議

会
組
織
の
見
直
し
に
は
、
正
統
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。

「
リ
ア
リ
テ
ィ
と
危
機
感
」
の
欠
落

～
今
な
お
続
く
福
島
原
蕊
事
鍍
の
危
機
を
見
据
え
て

現
在
、
経
済
産
業
省
基
本
政
策
分
科
会
で
進
ん
で

い
る
議
論
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
致
命
的
な
欠
陥
の

一
つ
は
、
「
今
な
お
福
島
第
一
原
発
事
故
は
継
続
し

×

||民主党政権時ｌｉｌ安倍政権

市民の意見Ｎ○.１４２２０１４/２／１
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･東電法的整理せず
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･経産省独裁

･世論無視
,原子力ムラ復椛

･エネルギー環境会議

･討議型世論調査
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×
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至
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
こ
の
間
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
踏
ま
え
、
い
っ
そ
う
の
節
電
・
省
エ
ネ
の
深
掘

り
の
た
め
、
需
要
側
管
理
（
Ｄ
Ｓ
Ｍ
）
、
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
加
速
化

な
ど
で
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
化
石
燃
料
の
コ
ス
ト
負
担
低
減
策
～
企
業
経
営
と

温
暖
化
対
策
の
一
挙
両
得
へ

円
安
や
化
石
燃
料
高
騰
を
除
い
て
、
原
発
停
止
に

よ
る
化
石
燃
料
使
用
量
の
正
味
の
増
加
は
、
お
よ
そ

１
．
６
兆
円
で
あ
る
。
一
方
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
の

省
エ
ネ
や
節
電
で
約
１
兆
円
の
節
約
効
果
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
を
本
格
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
心
と
し
て

進
め
れ
ば
、
火
力
発
電
の
発
電
量
の
減
少
で
化
石
燃

料
費
の
大
幅
な
削
減
と
な
る
。
す
で
に
固
定
価
格
買

取
制
度
導
入
か
ら
わ
ず
か
１
年
で
、
ほ
ぼ
倍
の
４
％

へ
と
本
格
普
及
の
道
の
り
が
見
え
て
き
て
い
る
。

側
電
力
会
社
の
経
営
問
題
～
「
値
上
げ
か
倒
産
か
」

で
は
な
い
「
第
三
の
道
」

「
原
発
稼
働
ゼ
ロ
」
の
状
況
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

電
力
会
社
の
経
営
問
題
に
つ
い
て
は
、
電
力
料
金
の

値
上
げ
か
、
電
力
会
社
の
倒
産
か
と
い
う
選
択
肢
で

は
な
い
「
第
三
の
道
」
と
し
て
、
各
電
力
会
社
の
原

発
を
廃
炉
国
営
事
業
へ
移
管
し
、
債
務
超
過
に
陥
る

電
力
会
社
の
送
電
網
を
買
い
取
り
、
必
要
が
あ
れ
ば

政
府
が
資
本
注
入
す
る
。
こ
の
費
用
は
、
将
来
、
発

送
電
分
離
後
の
電
力
託
送
料
金
で
回
収
す
る
。

⑤
過
渡
的
な
原
発
利
用
の
前
提
条
件

上
記
の
廃
炉
国
営
事
業
に
お
い
て
仮
に
過
渡
的
に

集
２
．
‐
は
く
労
・
発
再

て
い
る
」
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
に
欠
け
、
「
い
つ
次

の
大
事
故
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
危
機

感
に
も
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
４
点
で
あ
る
。

⑪
福
島
第
一
原
発
事
故
の
原
因
を
究
明
し
た
上
で
、

規
制
基
準
を
再
検
討
す
る
こ
と

②
福
島
原
発
事
故
を
踏
ま
え
た
、
原
子
力
損
害
賠
償

基
準
の
見
直
し

③
今
な
お
続
く
福
島
原
発
事
故
処
理
と
汚
染
水
へ
の

対
応

側
東
京
電
力
の
法
的
整
理
と
、
福
島
原
発
事
故
処
理

（
ワ
ー
ス
ト
東
電
）
・
損
害
賠
償
債
務
（
パ
ッ
ド
東
電
）
・

電
力
供
給
事
業
（
グ
ッ
ド
東
電
）
へ
の
「
三
分
割
」

混
乱
。
混
沌
の
「
今
」
か
ら
「
原
発
ゼ
ロ
」
の

未
来
へ
～
「
移
行
管
理
」
の
不
在

仙
再
稼
働
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
～
再
稼
働
を
議
論
で
さ
る

段
階
で
は
な
い

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
検
討
で
は
も
ち

ろ
ん
、
現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
枠
組
み
で
は
「
今

そ
こ
に
あ
る
危
機
」
へ
の
対
処
が
ま
っ
た
く
で
き
て

い
な
い
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
「
安
全
が
確
認
で

き
た
原
発
か
ら
再
稼
働
」
と
い
う
政
府
の
方
針
は
、

机
上
の
空
論
で
し
か
な
く
、
再
稼
働
が
議
論
で
き
る

段
階
に
さ
え
達
し
て
い
な
い
。

②
電
力
需
給
対
策
～
「
電
気
が
足
り
る
．
足
り
な
い
」

を
超
え
て

電
力
需
給
に
つ
い
て
は
、
２
基
の
原
子
炉
の
み
の

稼
働
で
、
２
０
１
３
年
夏
も
安
定
し
た
電
力
供
給
に

必
要
な
予
備
率
３
％
以
上
を
確
保
し
、
需
給
逼
迫
に

市民の意見Ｎｏ．１４２２０１４/２／１

原
発
の
利
用
を
続
け
る
際
に
は
、
以
下
の
前
提
条
件

を
全
て
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
福
島
原
発
事
故
を
踏
ま
え
た
新
規
制
基
準
の
ク
リ

ア
と
追
加
安
全
対
策
の
完
全
実
施

②
周
辺
地
域
の
防
災
対
策
の
再
構
築
と
実
効
化

③
福
島
原
発
事
故
を
踏
ま
え
た
原
子
力
損
害
賠
償
基

準
と
枠
組
み
の
見
直
し

④
使
用
済
み
核
燃
料
の
総
量
規
制
合
意
と
そ
の
暫
定

保
管
場
所
（
数
百
年
）
の
合
意
と
確
保

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
像

仙
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト

資
源
的
・
環
境
的
。
経
済
的
・
社
会
的
に
持
続
可

能
な
社
会
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
唯
一
の

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
や
、
効
率
性
の
良
い
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
柱
と
な
る
。

②
地
域
分
権
型
で
オ
ー
プ
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

地
域
分
権
・
自
律
型
で
オ
ー
プ
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

体
制
を
構
築
し
、
地
域
主
導
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
を
進
め
る
。
地
方
自
治
体
は
、
住
民
に
最

も
近
い
行
政
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
統
合
し

た
地
域
総
合
計
画
、
環
境
基
本
計
画
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
条
例
を
策
定
し
、
地
域
特
性
と
社
会
的
合
意
の

も
と
に
定
め
ら
れ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
（
土
地
利
用
計
画
）
や
新
た
な
政
策
を
生
み
出

し
、
波
及
さ
せ
る
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
起
点
と

し
て
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

③
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
、
国
際
的
に
競
争
力

の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
構
築

１５



講演＆討論

一
特
集
震
被
憾
苓
労
働
と
原
篭
再
稼
働

Ｉ
１
１

のご案内」

日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で

競
争
優
位
を
確
立
し
て
お
り
、
途
上
国
へ
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
（
編
注

／
「
国
画
の
⑦
。
陣
屋
①
辱
国
目
箆
」
の
略
。
世
界
の
最
も
低
い

低
所
得
層
を
対
象
に
生
活
水
準
の
向
上
を
目
ざ
し
た
持
続
可

能
な
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
概
念
）
も
進
め
て
い
る
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
今
後
も
拡
大
が
見
込
ま
れ
、

２
０
２
０
年
以
降
に
は
年
間
釦
兆
円
～
１
０
０
兆
円

規
模
と
な
る
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
日
本
の
強

み
を
活
か
し
た
競
争
優
位
の
確
立
を
行
な
う
。

側
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
～
２
０
５
０
年
帥
％
削

図２．持続可能なエネルギーシフトのイメージ図

集会

持続可能なエネルギー社会の基本原則

四日時：３月１日（土）

１４：００（開会）～１６：３０

回場所：東京しごとセンター５階セミナー室
（東京都千代田区飯田橋３丁目１０番３号

．最寄り駅は東京メトロ東西線飯田橋駅。同

駅「Ａ５出□」より徒歩３分）

回講師：斎藤寅男さん
（ジャーナリスト・マスコミ九条の会呼びかけ人）

１９５８年生まれ。新聞記者、週刊誌記者を

経てフリーに。主な著書に『消費税のカラ

クリ』（講談社現代新書)、『東京を弄んだ

男』（講談社文庫)、『ルポ・改悪潮流』（岩
波新書)、『民意のつくられかた』（岩波書

店)、『｢東京電力」研究一排除の系譜』（講

談社)、「安倍改憲政権の正体』（岩波ブッ

クレット）ほか多数。

画参加萱：５００円

廿縮寓駕5号熱

緋
鮮
匡
一
鶴
撫
獅
馴

現
状

（
石
油
・
石
炭
・
天
然
刀
ス
・
原
子
力
な
ど
）

d炉心

1６

減
目
標
（
福
田
ビ
ジ
ョ
ン
ー
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
の
日
本
の
温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
削
減
構
想
ｌ

を
民
主
党
が
継
承
）
の
堅
持

「
中
期
目
標
」
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２
０
２
０
年
、
卯
年
比
妬
％
削

減
）
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
混
乱
期
脱
出
の
た

め
の
措
置
を
優
先
す
る
べ
く
、
い
っ
た
ん
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
と
す
る
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代
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り
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を
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成
」
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
国
際
的
な
信
頼

を
確
保
し
つ
つ
、
当
而
の
電
力
シ
ス
テ
ム
立
て

直
し
の
時
間
的
な
余
裕
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
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